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未利用資源の有効利用に関する研究

発酵乾燥資材の豚給与試験
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発酵乾燥生成物の嗜好性を一層改善するため、水分調整資材として配合飼料

を使用した。試験豚は順調に発育したが、対照豚に比べて一日当たりの平均増

体重と飼料摂取量はやや少なく、飼料要求率が改善された。枝肉についてはと

くに「ゆるい」と判定されなかった。皮下脂肪の脂肪酸組成はミリスチン酸と

パルミチン酸が少なく、リノール酸、リノレイン酸、ドコサヘキサエン酸が増

加した。
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都市厨芥物に水分調整材と微生物を加え、発

酵乾燥処理した資材は豚の発育に必要な各栄養

素を含み、これまでの研究成績から豚の飼料と

して充分活用できるものである。４）５）

その一方、豚はかなり喚覚の発達した動物で

あり、厨芥物の種類、水分調整材の種類、加熱

温度および乾燥処理時間によって飼料摂取量に

差が出ることが観察されている。

本試験は発酵乾燥処理した資材の嗜好性を一

層向上するため、これまでに行ってきた試験の

結果から水分調整材に注目して、これまでの米

糠やフスマから配合飼料へ替えて改善を図り、

その有効性について検討した。

材料および方法

１．試験材料

１）供試豚：生後113週齢の交雑種（LWD）

10頭を用いた。

２）給与飼料：基礎飼料（粗蛋白質19.5%、粗

脂肪4.0％、粗繊維6.4％、粗灰分6.5％）

を使用した。

３）発酵乾燥資材：食品残さに水分調整材とし

て基礎配合飼料を重量比で30％とバチルスに属

する好気性高温菌を加え、80℃、4時間、発酵

と乾燥した有機質資材（粗蛋白質26.2％、粗脂

肪17.5％、粗繊維9.3％、粗灰分7.2％）を使用

した。

２．試験方法

１）試験区分：供試豚10頭を試験区（5頭）

及び対照区（5頭）に分けて群飼養した。

２）給与飼料：発酵乾燥資材単体区（試験区）

及び基礎配合飼料区（対照区）を設けて、

不断給与した。

３）飼養調査：供試豚の発育状況について、体

重、残餌量の測定を毎週行い、増体重、飼

料摂取量及び飼料要求率を調査した。

４）枝肉調査：食肉処理場へ搬入してから約18

時間後にと殺し、一夜冷蔵庫に保管した冷

屠体について枝肉重量、枝肉歩り、背腰長、

体表脂肪、肉色及び脂肪色を調査した。

５）脂肪酸分析：皮下の内層脂肪および腎周囲

脂肪についてガスクロマトグラフ分析によ

る脂肪酸組成を調査した。
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結 果

出荷体重の目標を110kgとした発育状況の対

比では、試験を開始してから１週目の発育に差

を認め、飼料摂取量が少なかった試験豚で一時

的に停滞した。２週目以後は回復して順調に成

長した。試験終了時までに要した日数は試験区

で75.6日、対照区で72.8日となり、両区の差は

平均2.8日であった。

表1 高温発酵乾燥資材給与豚の飼養成績

調査項目 試験区 対照区

飼育期間（日） 75.6 72.8

出荷体重（kg） 109.8 110.4

増体重（g/日） 789.0 811.0

飼料摂取量（g/日） 2,539.7 3,406.6

飼料要求率 3.2 4.2

平均体重は図１のとおりの推移を示した。１

日当たりの平均増体重は試験豚で789g、対照豚

で811gとなり、対照豚が22g多かった。

また、１日当たりの飼料摂取量を比較すると、

試験豚が2,540gに対して、対照豚が3,407gとな

り、試験豚が約867g少ない値となった。

この飼料摂取量の少なかったことが飼料要求

率に反映することとなり、試験豚が3.2を示し

たのに比べ、対照豚は4.2と悪くなり、大きな

差を生じた。 （表１）

と殺後一晩冷蔵保管した枝肉の状況は表２の

とおりで、このうち、皮下脂肪については、試

験区の２頭（23mm×l頭、26mm×l頭）と対照区

で３頭（23mm ×2頭、25mm ×l頭）がやや厚め

の脂肪蓄積量であった。その他の各調査項目に

ついてはとくに明らかな差を認めなかった。

図１ 平均体重の推移
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表２ 高温発酵乾燥資材給与豚の枝肉成績

枝肉 と体 と体 背腰 背腰 肩脂 背脂 腰脂 バラ 肉色 脂肪 枝肉の

区 分 重量 長 幅 長Ⅰ 長Ⅱ 肪 肪 肪 厚 色 しまり

kg cm cm cm cm mm mm mm mm － － －

試験区 74.9 93.6 33.8 77.9 68.7 42.2 22.2 36.2 47.6 3.4 2.1 中

対照区 74.2 93.4 33.6 78.1 68.9 39.6 22.4 29.8 46.9 3.8 2.0 中

皮下の内層脂肪と腎臓脂肪の脂肪酸組成では

飽和脂肪酸のラウリン酸、ステアリン酸と不飽

和脂肪酸のパルミトレイン酸、オレイン酸に差

を認めず、飽和脂肪酸のミリスチン酸、パルミ

チン酸および不飽和脂肪酸のリノール酸、リノ

レイン酸、ドコサヘキサエン酸に有意の差を認

めた。
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表３ 脂肪酸組成 （％）

試験区 対照区

脂肪酸名 内層脂肪 腎脂肪 内層脂肪 腎脂肪

ラウリン酸（C-12） 0.1 0.1 0.1 0.1

ミリスチン酸（C-14） 1.5 1.9 1.7* 2.0*

パルミチン酸（C-16） 23.2 22.7 31.4* 26.5

ステアリン酸（C-18） 13.0 15.8 12.2 15.5

パルミトレイン酸（C-16-1） 3.2 2.2 2.8 2.8

オレイン酸（C-18-1） 41.6 37.8 38.7 38.9

リノール酸（C-18-2） 14.8** 16.3* 11.6 12.6

リノレイン酸（C-18-3） 1.9** 2.3** 0.8 1.1

ドコサヘキサエン酸（C-22-6） 0.3** 0.4** 0.1 0.1

*:p＜0．05，**:p＜0．01有意差

考 察

１．高温発酵乾燥資材の嗜好性と発育状況

豚は本来雑食動物であるため、動物性および

植物性飼料原料とも好んで採食する反面、臭覚

が発達しており、腐敗臭や異臭に対して的確に

反応して、盛んに分別するような行動をとる。

本試験で給与した高温発酵乾燥資材は官能的

に特別の異臭を感じず、供試豚も分別するよう

な特徴的な動作を示さなかった。しかし、飼料

摂取量の推移を分析すると、試験区の豚は試験

を開始してから1週間は対照区の半量に止まっ

た。これは試験開始前に給与した飼料が穀物原

料を中心に配合されており、高温発酵乾燥資材

が配合飼料と異なったために現れた一時的な現

象とも思われる。したがって、本資材は切り替

え飼料による馴致期間を給与当初に設ける必要

があり、これにより一般配合飼料に相当する採

食量を早期に回復できるものと思われる。

また、出荷到達時までの総飼料摂取量では、

対照豚が多く、試験豚が少ない結果を示したが、

その具体的理由について検討する必要があろ

う。

本資材は米糠、ふすま加えた発酵乾燥資材よ

りも確実に嗜好性に優れており、しかも高蛋白、

高エネルリギー資材であったため、効率の良い

産肉性を示し、発酵乾燥資材だけの給与でも配

合飼料に劣らない程の発育を示すことが実証さ

れた。

２．枝肉の状況

と体形、と体長、体脂肪の蓄積量、脂肪色、

バラ肉の厚さ、及び肉色とも対照豚と同等であ

り、枝肉の規格から評価すると試験豚4／5頭、

対照豚3／5頭が上物の評価となった 5）。

一般的に都市厨芥物や食品残渣飼料化を豚の

飼料として給与した場合、枝肉が柔らかく、肉

のしまりがなく、皮下脂肪量が極端に多くなっ

たり、少なくなったりして、斉一性に欠けると

される。 1，２）

本試験の給与資材は高蛋白、高エネルギーで

あった割に、と体形、皮下脂肪量、内臓脂肪量、

赤肉量および肉色のバランスがよく、触診によ

って対照豚よりも若干の柔らかさを感じるもの

の、この程度は許容の範囲であり、市場でも充

分流通できる枝肉であった。

本試験では規格上の上物率が80％であったこ

とから市場性のある枝肉であり、今後はリノー

ル酸の含有量が豚の肉質にどう係わっている

か、を具体的に検討する必要があった。

３．脂肪酸組成

発酵乾燥資材を給与した試験豚の皮下脂肪お

よび腎周脂肪の主要脂肪酸組成は、飽和脂肪酸

（ミリスチン酸、パルミチン酸）が少なく、不

飽和脂肪酸（リノール酸、リノレン酸、ドコサ

ヘキサエン酸）が多い組成となっていた。

一般に、不飽和脂肪酸とくにリノール酸の革

積は軟らかい脂肪になるとされ、不飽和脂肪酸

率やリノール酸とステアリン酸比率などで、そ

の傾向を把握できると言われる l・2）。

豚の飼料として食品残渣を利用する場合、体

脂肪に含まれるリノール酸量の増加は避けられ

ない。その理由はリノール酸自体が豚の体内で

合成できない脂肪酸であり、給与飼料に由来す

るからである。また、生理活性物質であるドコ

サヘキサエン酸（DHA）が予想以上に含まれて

おり、リサイクル食品が生み出す新しい機能性

食肉としても注目される 3）。
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